












4/17 企画テーマ ( 仮題：城山動物園 ) について。ワークショップを通じて企画を具体化していく。大   
         まかな工程表を作成する。
4/24 企画テーマについて。内容を企画書としてまとめていく。役割分担を決める。詳細な工程表を作
         成する。
5/8　企画に基づいた準備として、以後 1) 資料収集・調査、2) 広報・会場調整、3) 教育普及といった




6/5   同上。広報・会場調整の開始。会場は延岡市民協働まちづくりセンター 1F ギャラリー ( 多目的
         スペース ) を予定。広報はポスター制作・マスコミ等へのアナウンス・展示アンケート準備
6/12 展示方法の検討と準備・教育普及活動の計画。展示については導線の設計、パネル・キャプショ
         ン・展示解説等の作成。教育普及については目的と対象を絞り込んで計画する。宮崎市フェニッ



































　　「花と植物、トイレには香り付け ( 全て造花 )。」「いらないものをすてて、ゴミをそのままにして
　　よい。」「色味を合せる。」「小物の配置をかえる。ポスターを見やすく、( ペットの ) ハムスターは
　　存在感を出してみる。←位置変え」「色の統一。形態の統一。部屋をスッキリ。それぞれの部屋ご
　   とにテイストを変える。照度の調節。」「ブランド (ex: ディズニー ) のキャラグッズだけ置いて、他
       のブランドは収納。」
    2) の回答「ぬいぐるみを四方にちらす ( クマなど )。かべにアニメ ( ワンピース・恋愛シュミレーショ
       ン etc) のキャラを貼る。」「好きな色や小物を置く。ピンク ( 色の ) コーナー。見せたくないところ
      はレースなどでかくす。」「趣味の小物の配置を考え、愛を伝えたい。サプライズも少し。レア物探
      し。」「自分の興味のあるスポーツなどを視界におく。」「展示スペースを決めて、まとめて置く。ジャ
      ケットは壁にかける。来客時には音楽。」
   3) の回答「物をあまり置かない。収納スペースを活用 ( 普段はクマなどを収納 )。」「良く使うものは
      かざりに、使わないものは表から見えないように収納。」「来客の居心地の良いように、色の統一を
     はかる。暖色を取り入れるなど。」「スノーボードを置く場合、収納としてもデザインとしても使う。」




ように支援し、地域社会で実施可能な条件を少しづつ与えていく事でテーマを挙げていった ( 写真 2)。
　その中から可能なものを選択・抽出していったが、かつて大学の所在する宮崎県延岡市内にあった
動物公園 ( 延岡市城山児童遊園、通称「城山動物園」) をテーマとし、タイトルを『動物園があった時












　「ぼけ防止 ( ママ )」「学生に自分たちの通う大学のある延岡のことについて知ってほしい。」「みんな
　の記憶から消えるまえに。」「家族の話題に。→老若男女の交流」「動物園の運営 ( 維持 ) の大変さ？」
　「外 ( 自然・森 ) に目を向けてもらう。」「むかばき山 ( 市内にある行縢山 ) とか、ニホンカモシカがいる。」
　「延岡市民の交流の場。」「教育・普及⇒地域のことを学べる！何か１つだけでも覚えて帰ってもらえ
　るようなインパクト。」「延岡動物園について知りたい。」「延岡にもう一度動物園を！」「動物園のあ




しまっている状況であり、また現状では動物園が開設された昭和 20 年代半ば～ 30 年頃の市議会議事






























内容について展示を行うのかを確認しながら外部へ説明していくという作業を行った ( 写真 3)。
4：展示について














来場者が喚起する事となった ( 写真 4)。
　また、主に鉄道模型用素材を流用して制作したジオラマについては、これを観た来場者の記憶をさ




















が行われたが、実習生はこうした高齢者から得た情報を、展示解説にも活用していった ( 写真 7)。
を提供し、コミュニケーションが活性
化する切っ掛けとして重要な役割を果





























































写真 8：ダチョウの卵 ( 上 ) と顎部模型 ( 下 )
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　　「「高齢者の方から聞いた話を、30 ～ 40 代に伝える。( その逆もある )」ということができた点で
　　は展示会の目的が果たせる対応の仕方だったと思う。」・「資料として学んだ情報を提供するだけで
　　なく、来場者のかたからも情報をもらって人に伝えるということで、学びながら、対応を上手く
　　できるようになっていった。」・「あいさつや、礼儀はしっかりと出来ていたと思う。みんなバイト
　　とかでだいたい分かっていたのがよかった。」
7：結語
　学芸員実習生に博物館の展示をつくる側に立って考える視点を与える事で、企画の意図をより明確
に理解し、知識をさらに広く人々に伝えていく役割と能力を身に付けていくという狙いが、意図とし
て大きい。そしてさらに博物館が必要とされる現代的なニーズ、将来学芸員が担うべき課題にも向き
合うべき力を僅かでも身に付けていける事を目的として考えている。今回の実施で課題となる点がい
くつか確認されたが、次年度に生かしていきたい。
企画展会場での実習生
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城山動物園ジオラマは、来場者の思い出を語る重要な素材となっていた。
関係者インタビューの映像展示
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